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も く じ

昭
和
51
年
３
月
10
日
に
創
刊

さ
れ
た
山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
老

連
合
会
の
会
報
『
寿
楽
の
友
』

は
、
昭
和
37
年
の
設
立
か
ら
12

年
後
の
昭
和
49
年
に
社
団
法
人

の
認
可
を
受
け
初
代
会
長
が

「
内
外
の
信
頼
関
係
を
高
め
る

こ
と
と
、
会
員
全
員
が
相
集
う

こ
と
は
不
可
能
に
近
い
た
め
、

会
員
同
士
の
信
頼
を
こ
の
会
報

に
託
す
」
と
し
て
発
行
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
本
会
の
会
報
は
、
平
成
３

年
に
「
は
つ
ら
つ
」、
平
成
18

年
に
「
陽
だ
ま
り
」
と
形
を
変

時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る

県
老
連
会
報
の
あ
ゆ
み

え
、現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
山
形
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
創
立
60
周
年
を

迎
え
、
初
心
に
返
り
会
員
相
互

の
信
頼
と
絆
を
深
め
る
た
め
、

『
陽
だ
ま
り
第
35
号
創
立
60
周

年
記
念
特
別
号
』
を
、
会
員
全

員
に
配
布
で
き
る
よ
う
増
刷
い

た
し
ま
し
た
。

歴
史
の
重
み
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
で
暖
か
さ
を
感
じ
る
会
報

を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。
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友
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

こ
の
度
は
、
山
形
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
創
立

60
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
60
年
の
長
き
に
わ
た

り
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

を
は
じ
め
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
高
齢
者
の
見

守
り
や
生
活
支
援
等
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
、

工
夫
を
重
ね
な
が
ら
活
動

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

現
在
、
山
形
県
の
高

齢
化
率
は
34
・
３
％
と
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
令
和
27
年
に
は

43
・
０
％
に
ま
で
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
県
で
は
、「
高
齢
者
一

人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
“
幸
せ
や
ま
が
た
”

の
実
現
」
を
目
指
し
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
で
き
る
限
り
自
立
し

て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
取
組
み
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
方
の
御

理
解
・
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
の
更
な

る
御
発
展
と
会
員
の
皆

様
方
の
ま
す
ま
す
の
御
活

躍
、
御
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
創
立
60
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

県
議
会
を
代
表
し
て
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
る
御
尽
力
を

い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

全
国
有
数
の
高
齢
県
で

あ
る
本
県
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
役

割
を
持
ち
、
共
に
支
え
合

い
な
が
ら
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
社
会
の
形

成
が
大
変
重
要
と
な
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
老
人
ク

ラ
ブ
で
は
、
高
齢
者
自
ら

が
、
仲
間
と
協
力
し
、
生

き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
た
世
代
間
交
流

を
図
る
な
ど
、
生
活
と
地

域
を
豊
か
に
す
る
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
に
大
き
く
御

貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。県

議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
す
べ
て
の
高
齢
者

が
健
康
に
活
き
活
き
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
豊

か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
引
き
続
き
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
山
形
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
よ
り
一

層
の
御
発
展
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

「
陽
だ
ま
り
」県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
号

発
刊
に
寄
せ
て

山
形
県
知
事

吉
村
美
栄
子

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
号
へ
の
ご
あ
い
さ
つ

山
形
県
議
会
議
長

坂
本
貴
美
雄
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

第
56
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会
再
び
開
催
見
合
わ
せ

の
大
会
も
中
止
、
今
年
は

大
会
を
誘
致
し
て
創
立
60

周
年
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

準
備
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
開
催
は
叶
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
県
老
連
と

新
庄
市
老
連
は
常
に
連
携

を
取
り
お
互
い
に
励
ま
し

合
っ
て
き
た
こ
と
は
何
に

も
代
え
が
た
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
７
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
拡
大
し
、
９

月
７
日
に
新
庄
市
民
文
化

会
館
で
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
「
第

56
回
山
形
県
老
人
福
祉
大

会
」
は
、
開
催
の
有
無
に

つ
い
て
市
町
村
老
連
を
は
じ

め
各
関
係
機
関
団
体
な
ど

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
連
絡

や
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
会
と
し
て
も
、

で
き
れ
ば
開
催
し
た

い
と
い
う
思
い
で
準

備
を
す
す
め
て
い
ま

し
た
が
、
８
月
３
日
に

新
庄
市
内
で
行
わ
れ

た
大
会
運
営
委
員
会

並
び
に
事
務
局
幹
事

会
で
、「
参
加
者
と
運

営
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

健
康
と
安
全
を
第
一に

考
慮
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
ご
意

見
が
数
多
く
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
８
月
５
日

の
正
副
会
長
会
議
に
答
申

し
開
催
見
合
わ
せ
が
決
定

し
ま
し
た
。

今
年
も
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
発
行
し
、
各
市
町
村

老
連
に
配
布
を
し
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
で
は
、
県

老
連
創
立
60
周
年
記
念
大

会
と
し
て
、
県
老
連
会
長

表
彰
に
「
特
別
表
彰
枠
」

を
設
け
授
与
を
行
う
予
定

で
し
た
。

開
催
地
と
し
て
協
力
を

い
た
だ
く
予
定
だ
っ
た
新
庄

市
老
連
は
、
3
年
前
の
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の「
演

じ
る
活
動
」
出
演
が
中
止

に
な
り
、
昨
年
度
の
県
老

人
福
祉
大
会
で
「
演
じ
る

活
動
」
で
発
表
す
る
予
定

だ
っ
た
演
劇
を
リ
ベ
ン
ジ
出

演
す
る
予
定
で
し
た
が
、
そ

今、私たちが暮らす地域では、人口減少と少子高齢化と人口減少が進行
し、社会経済構造や人々の暮らしが日々変化するなか、子どもや高齢者、
障がい者などすべての人々が地域・暮らし・生きがいをともに創り高め合
うことのできる『地域共生社会』の実現をめざす取り組みが進められてい
ます。
近年、県内の老入クラブでは、そうした社会情勢を受け止めつつ、日頃

の「健康づくり・介護予防活動」や地域の仲間と共に「見守り・支え合い
活動」など『地域のつながり』を深め、ともに生きる喜びと心豊かな地域
社会づくりに取り組んでいます。
また、昨今の新型コロナウイルス感染の拡大は、高齢者の自主的な地域
活動に自粛や交流の制限など影響を及ぼし、組織の虚弱化も懸念されてい
ましたが、老人クラブは、日常生活と感染防止対策を両立しつつ高齢者の
心と体の健康維持、人との交流やコミュニケーションの増進をめざし、ア
イデアと創意工夫を凝らした「フレイル (虚弱 )予防」や「通いの場づくり」
にも取り組んでいます。
私たち老人クラブは、人生 100 年時代に向けて地域の幅広い関係者や
組織と連携を図り、地域社会を支える様々な活動を通して老人クラブの存
在意識を高め、県内に広がる仲間とともに一層の生きがい・健康づくり・
地域支え合いを進めていきます。
創立 60周年を迎えた山形県老人クラブ連合会は、ここ新庄市とともに

「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」のメインテーマのもと、次
の事項の実践を誓い、ここに宣言します。

一、高齢者の社会参加を働きかけ仲間づくりの輪を広げます
一、健康づくり・フレイル (虚弱 )予防で元気高齢者をめざします
一、友愛活動を基盤に新地域支援事業 ( 福祉コミュニティ )と連携した　
　　　支え合い活動に努めます
一、高齢者の尊厳が守られる諸制度と地域共生社会の実現をめざします
一、新しい生活様式を遵守し安全安心な運営で活動を継続します

令和4年 9月7日

第56回山形県老人福祉大会
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

◆
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成

に
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者

山
形
市

長
尾

真
秀

山
形
市

田
中
け
い
子

山
形
市

後
藤

征
子

村
山
市

村
川

市
郎

村
山
市

髙
橋
美
惠
子

朝
日
町

菅
井

國
俊

朝
日
町

海
野

利
昭

大
江
町

伊
藤

宗
三

新
庄
市

佐
藤
賀
志
子

最
上
町

岸　
　

隆
美

鮭
川
村

山
田

節
子

南
陽
市

髙
岡

花
子

南
陽
市

髙
橋

忠
三

長
井
市

樋
口

茂
次

飯
豊
町

手
塚

新
藏

飯
豊
町

岡　
　
　

桂

小
国
町

井
上

正
美

鶴
岡
市

長
谷
川
清
美

酒
田
市

柳
瀬

芳
一

計
19
名

◆
社
会
福
祉
（
地
域
）
活
動

が
特
に
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市
第
六
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

南
町
松
寿
会

山
形
県
知
事
感
謝
状

新
庄
市

駅
前
き
ら
ら
ク
ラ
ブ

計
２
団
体

◆
老
人
福
祉
施
設
等
の
介
護

職
員
と
し
て
通
算
15
年
以
上

業
務
に
精
励
し
、
他
の
範
と

認
め
ら
れ
る
者

山
川
美
由
紀
／
丹
野

朋
子

吉
田

美
和
／
黒
沢

純
子

藁
科

留
美
／
桜
井

明
美

内
藤

幸
美
／
飯
野

里
美

堀
江

郁
子
／
大
橋

秀
行

渡
部　
　

学
／
吉
野

弘
子

吉
崎

博
文
／
富
永

一
史

白
川

香
織
／
伊
藤

知
子

鈴
木
ひ
ろ
み
／
渡
部

智
明

竹
田　
　

環
／
竹
田

一
朗

髙
橋
ち
づ
子
／
髙
橋
佳
世
子

高
橋

洋
美
／
山
田

勝
之

河
野

み
ほ
／
阿
部

一
枝

川
安

真
澄
／
伊
藤

麻
紀

菅
原

由
美
／
日
下
部
俊
一

村
岡　
　

良
／
渡
部

智
子

渡
會

明
美
／
工
藤
孝
与
志

後
藤

健
宏
／
志
田
万
智
子

後
藤

幸
絵

計
37
名

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労

山
形
市

安
藤

綾
子

山
形
市

大
内

和
子

山
形
市

今
田　
　

透

山
形
市

鈴
木

順
三

山
形
市

安
食
緋
呂
子

米
沢
市

吉
田

一
也

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

加
藤
清
三
郎

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

髙
橋

耕
治

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

小
林
伊
久
恵

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

本
間
金
治
郎

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

吉
田
孫
四
郎

鶴
岡
市
朝
日
支
部

佐
藤
八
重
治

鶴
岡
市
温
海
支
部

粕
谷
美
代
子

鶴
岡
市
温
海
支
部

佐
藤

章
子

酒
田
市
酒
田
支
部

神
田

政
人

酒
田
市
酒
田
支
部

菅
原

喬
三

酒
田
市
酒
田
支
部

児
玉
貴
美
子

酒
田
市
酒
田
支
部

齋
藤

六
郎

鶴
岡
市
松
山
支
部

新
舘　
　

武

新
庄
市

正
野

幸
子

新
庄
市

阿
部

寿
一

村
山
市

奥
山

幸
作

長
井
市

後
藤

幸
蔵

長
井
市

新
野

誠
二

天
童
市

半
田

栄
一

東
根
市

小
野
美
知
子

東
根
市

原
田

敏
子

東
根
市

植
松

米
子

東
根
市

日
塔

節
子

尾
花
沢
市

大
貫

信
生

尾
花
沢
市

古
瀬
登
志
夫

南
陽
市

吉
田

庄
一

南
陽
市

川
井

敏
雄

中
山
町

石
井
元
一
郎

山
辺
町

高
橋

憲
雄

大
江
町

阿
部　
　

弘

大
江
町

駒
林

仁
美

朝
日
町
長
寿

後
藤
治
三
郎

西
川
町

橘
内

正
子

西
川
町

木
村
美
千
代

河
北
町

鈴
木　
　

宏

大
石
田
町

海
藤　
　

仁

大
石
田
町

青
木

孝
次

舟
形
町

小
玉
す
み
子

舟
形
町

伊
藤
喜
代
子

大
蔵
村

柿
﨑

幹
雄

戸
沢
村

佐
藤

征
士

鮭
川
村

阿
部

久
一

鮭
川
村

八
鍬

孝
利

真
室
川
町

杉
原

義
美

真
室
川
町

髙
橋

勝
彌

最
上
町

菅　
　

利
勝

最
上
町

大
沼

昭
雄

川
西
町

小
倉

幸
次

川
西
町

石
山　
　

清

飯
豊
町

米
野
彌
壽
男

飯
豊
町

五
十
嵐
重
男

小
国
町

馬
場

義
之

三
川
町

佐
藤

繁
喜

庄
内
町

佐
藤　
　

一

遊
佐
町

佐
藤
多
輝
雄

遊
佐
町

土
門

幸
秀

遊
佐
町

小
野
寺
正
也

遊
佐
町

東
海
林
茂
勝

県
知
事
感
謝
状
・
県
老
連
会
長
表
彰

感
謝
状
受
章
者

（
敬
称
略
）

͖ΒΒΫϥϒܗࢁ �第35号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

遊
佐
町

阿
蘇　
　

廣

遊
佐
町

佐
藤

豊
記

遊
佐
町

佐
藤

俊
之

遊
佐
町

石
垣

恵
助

計
68
名

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市

新
銅
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

淀
川
町
恭
寿
会
（
第
六
学
区
）

鶴
岡
市
朝
日
支
部

東
岩
本
老
人
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市
温
海
支
部

暮
坪
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市

東
寿
会

長
井
市

上
の
台
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

山
辺
町

寿
楽
会

大
江
町

伏
熊
老
人
ク
ラ
ブ

友
楽
会

大
石
田
町

東
町
老
人
ク
ラ
ブ

舟
形
町

幅

え
び
す
会

遊
佐
町

服
寿
会

遊
佐
町

田
中
友
愛
会

計
12
団
体

◆
60
周
年
記
念
特
別
表
彰

山
形
市

今
田

一
夫

山
形
市

永
井

正
實

山
形
市

青
山　
　

正

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

加
賀
山
忠
夫

鶴
岡
市
朝
日
支
部

帯
刀

春
男

鶴
岡
市
羽
黒
支
部

中
村

博
信

鶴
岡
市
温
海
支
部

五
十
嵐

一

新
庄
市

横
山

祥
二

長
井
市

村
山

市
雄

東
根
市

関

キ
ヨ
エ

南
陽
市

渡
辺

健
三

中
山
町

髙
橋　
　

俐

山
辺
町

笠
原　
　

壽

大
江
町

富
樫

文
夫

河
北
町

縄　
　

正
志

大
石
田
町

髙
橋
ヨ
シ
エ

舟
形
町

沼
澤
さ
ち
子

大
蔵
村

齋
藤

義
廣

戸
沢
村

増
山

博
保

鮭
川
村

荒
木

末
治

飯
豊
町

木
村

勝
男

三
川
町

辻
村

利
彦

庄
内
町

乙
坂

喜
吉

遊
佐
町

大
井

英
夫

計
24
名

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
感
謝
状

◆
提
携
保
養
施
設

米
沢
市

小
野
川
温
泉

湯
杜

匠
味
庵

山
川

計
１
団
体

ྩ࿨̐೥౓
಺Ұ੪ձһՃೖଅਐΩϟϯϖʔϯදজݝ

ୡ੒͓ΊͰͱ͏͍͟͝·͢

区　　分 市町村老連数 クラブ数 会員増数
①新規会員10％増 16 34 221
②70歳未満会員割合5％増 6 8 ―
③ 再結成・再加入、新規結成クラブ 1 1 41
④市町村老連会員増 1 　― 6

計 43 268

県内の老人クラブ会員数・単位
クラブ数が減少にある実態を踏ま
え、平成９年度から「会員加入プ
ラス５人作戦」、さらに平成 22 年
度からは 3 カ年を単位に計画・実
施する「県内一斉会員加入促進キャ
ンペーン」を、県内の老人クラブ
が共通の目標を持ち、一丸となっ
て取り組みをすすめております。

コロナ禍で活動の制限等がさ
れている中で、自宅訪問や行事の
際に会員勧誘をする機会も少なく
なっていますが、表彰４区分を対
象にして取り組み、その成果をま
とめ、達成クラブを市町村老連か

ら申請をいただきました。今年は、
各部門をとおして 17 老連より申請
があり、43 クラブ・１連合会が達
成されました。

今後も、「地域に老人クラブの
灯を消すな！」を合言葉に、県老
連と市町村老連が一体となり、こ
れまでの仲間づくりを基本にした
新規会員を増やす活動に加え、現
在あるクラブを活性化させること
で、解散や休会してしまったクラ
ブを再結成・再加入することと併
せて、未組織地域に結成を呼びか
ける行動発展に取り組んでいきま
しょう。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

昭和 内　容 平成 内　容

37年 県老連結成 
509クラブ会員30,000人が所属 2年 長寿社会イメージマスコット 

「きららちゃん」誕生
38年 老人クラブ国庫補助金交付開始 4年 べにばな国体に協力

41年 第1回県敬老の集い（現在の老人福祉大会）開催 5年 会員12万６千人突破

47年 結成10周年記念大会開催 7年 第１回山形はつらつスキースクール開催

49年 社団法人認可 9年 第10回全国健康福祉祭山形県で開催、
地域文化伝承館を運営

50年 会員10万人突破 10年 老連大学校『きららカレッジ』開校、
女性委員会設置

51年 会報「寿楽の友」創刊 15年 県老人憲章一部改正 
県民が選んだ心に残る童謡唱歌発刊

56年 山形県老人憲章制定 16年 高齢者福祉レクワーカー養成と公式ワナゲの普及開始

57年 ゴールドエイジ山のつどい富士登山 17年 『戦より平和は良けれ』出版

58年 県総合社会福祉センターへ事務所移転 18年 会報「陽だまり」に改名

62年 老人クラブ活動保険創設(全老連) 19年 第１回公式ワナゲ全国交流大会開催

63年 老人クラブ活動基金造成運動（１億円基金）
始まる

23年 東日本大震災
被災地へ元気袋支援

27年 山形国際ドキュメンタリー映画祭 
戦争体験者インタビュー協力、映画出演

29年 会報「陽だまり」リニューアル

昭和 37 年 10 月「天寿のさちをかみしめて、微笑かわし、たちあがろう」
をスローガンに「山形県老人クラブ連合会結成大会」が開催、これが山形県
老連の誕生の瞬間でした。

山形県老連は、この 60 年をどのように歩み過ごしてきたのか、これまで
10 年ごとに発行してきた記念小史から「あゆみ」を年表にしてみました。

県老連60年のあゆみ
͖ΒΒΫϥϒܗࢁ �第35号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

全
老
連
創
立
60
周
年
記
念

第
51
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

11
月
８
日
、
東
京
都
両

国
国
技
館
で
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、

全
老
連
創
立
60
周
年
記

念
第
51
回
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の

記
念
す
べ
き
大
会

華
や
か
に
開
催

た
。第

１
部
の
式
典
で
は
、

清
家
全
老
連
会
長
が
式
辞

を
述
べ
た
あ
と
、
天
皇
陛

下
よ
り
「
皆
さ
ん
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
と
知
恵
を
若

い
世
代
に
伝
え

つ
つ
、
老
人
ク

ラ
ブ
が
我
が
国

に
お
け
る
高
齢

者
の
社
会
参
加

や
明
る
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り

ま
す
」
と
お
言
葉

を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
、
全

老
連
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
ご
来
賓

と
し
て
ご
臨
席
い

た
だ
い
た
総
理
大

臣
（
代
理
）
を
は

じ
め
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長

か
ら
も
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
大
会

宣
言
が
参
加
さ
れ

た
方
々
の
拍
手
に
よ
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
全
日
本
相
撲
甚
句

協
会
に
よ
る
「
相
撲
甚

句
」
が
ご
披
露
さ
れ
、
第

２
部
で
は
、
作
家
阿
刀
田

高
氏
に
よ
り
「
老
い
て
こ

そ
ユ
ー
モ
ア
」
の
特
別
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た

大
会
は
、
参
加
人
数
の
制

限
が
あ
る
な
か
本
県
か
ら

は
被
表
彰
者
を
含
む
８
名

が
参
加
し
、
他
県
の
仲
間

と
交
流
で
満
喫
し
た
１
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

両国国技館の前で撮影

■全国老人クラブ連合会関係
『全老連会長表彰』推薦候補者および団体

表彰区分 推薦候補者・団体 市町村
育成指導功労（市町村老連役員枠） 漆山　英隆 南陽市

優良老人クラブ 下小松松翠会 川西町
優良群市区町村老人クラブ連合会 舟形町老人クラブ連合会 舟形町

『活動賞』推薦候補団体
区分（活動分野） 推薦候補団体 市町村
仲間づくり 飯塚地区交友会 山形市

■厚生労働大臣表彰
表彰区分 推薦候補者・団体 市町村

老人クラブ育成功労者 野口　信也 最上町
〃 古瀬　英子 東根市

優良老人クラブ 砂越老人クラブ 酒田市（平田支部）
優良市区町村老人クラブ連合会 遊佐町老人クラブ連合会 遊佐町
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大
津
お
も
し
ろ
か
っ
た
、
楽
し

か
っ
た
な
ど
の
印
象
に
残
っ

て
い
る
県
老
連
事
業
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ち
な

み
に
私
が
気
に
な
っ
た
事
業

の
富
士
登
山
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
で
す
。

佐
藤
20
周
年
を
記
念
し
て
何
か

や
ろ
う
と
い
う
話
か
ら
富
士

登
山
が
決
ま
り
ま
し
た
。
当

時
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
も

「
大
丈
夫
な
の
か
？
」
と
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
17
人
が
集
ま
り
み
ん
な

で
行
き
ま
し
た
。
当
時
の
会

長
は
90
歳
近
い
年
齢
で
し
た

が
、
「
登
る
！
」
と
準
備
万

端
で
来
た
時
に
は
驚
き
ま
し

た
。
何
か
あ
っ
て
は
困
る
の

で
「
会
長
は
本
部
に
私
と
一

緒
に
居
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
し
て
待
機
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

岸
部
富
士
登
山
は
県
老
連
が
企
画

し
て
募
集
し
た
の
で
す
か
？

佐
藤
そ
う
で
す
、
そ
れ
で
17
名
集

ま
り
ま
し
た
。

亀
谷
私
は
、
東
日
本
大
震
災
が

あ
っ
た
年
に
副
会
長
と
な

り
、
就
任
し
て
一
番
最
初
の

事
業
が
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

趣旨：会報『陽だまり』は、老人クラブ会員にとって唯一の情報源となるため、今回
は創立60周年を記念して山形県老連に縁のある方々に集まっていただき、事業の思
い出話や組織として良いところ？悪いところ？などメンバーそれぞれの立場で「とこ
とん語り合う」会を結成、2時間にわたる座談会を実施しました。

座談会 山形県老連を　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語る

県老連初の女性会長� 亀谷千代子前県老連会長

老連大学校庄内校OB� 後藤輝夫元県老連副会長

歴代常務理事を代表して� 佐藤正
まさ
知
ちか
元県老連常務

現役の県老連会長 岸部滋会長

若手委員会出身� 須藤のり子副会長・女性委員長

県老連初の女性常務理事 大津歩美常務

山形県老連を語る会メンバー
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ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
開
催
で
し
た
。
震
災
直
後

で
開
催
す
る
か
す
ご
く
迷
っ

た
の
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た

仲
間
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
、
ぜ
ひ
開

催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
あ
り
、
開
催
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。

大
津
震
災
と
い
う
辛
い
思
い
出
も

仲
間
と
話
を
し
て
い
る
う
ち

に
心
が
癒
さ
れ
絆
が
深
ま

る
、
そ
ん
な
感
じ
が
し
た
研

修
会
で
し
た
ね
。

亀
谷
女
性
委
員
長
と
し
て
の
立
場

で
は
、
被
災
地
に
元
気
を
届

け
よ
う
と
宮
城
県
と
仙
台
市

に
絵
手
紙
や
巾
着
袋
な
ど
を

入
れ
た
元
気
袋
を
作
り
届
け

た
こ
と
で
す
。
私
は
仙
台
市

出
身
な
の
で
懐
か
し
い
故
郷

へ
応
援
の
た
め
行
っ
た
の
で

す
が
、
当
時
の
会
長
は
「
こ

ん
な
に
心
温
ま
る
も
の
を
届

け
て
く
れ
て
」
と
涙
を
流
し

て
い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な

い
で
す
。

後
藤
私
は
、
定
年
退
職
後
、
自
分

の
新
し
い
生
き
方
は
仲
間
な

し
で
は
生
き
ら
れ
な
い
と
思

い
自
ら
入
れ
て
ほ
し
い
と
申

し
出
て
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
ま
し
た
。
父
親
が
地
域
に

老
人
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た

時
の
書
類
と
し
て
名
簿
や
活

動
記
録
を
残
し
て
い
た
こ
と

が
貴
重
だ
と
思
い
ま
し
た
。

県
老
連
事
業
で
は
な
い
け
れ

ど
、
地
域
で
そ
れ
を
引
き
継

い
で
守
っ
て
き
ま
し
た
。
今

は
発
展
継
承
さ
せ
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

岸
部
私
は
、
町
老
連
事
業
で
県
老

人
福
祉
大
会
を
研
修
と
い
う

形
で
一
泊
付
き
で
参
加
す
る

の
で
す
が
、
行
っ
た
先
の
旅

館
で
他
の
市
町
村
老
連
と
会

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
朝
食
会

場
で
交
流
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
ね
。

須
藤
私
は
、
県
老
連
の
支
援
を
受

け
て
高
畠
町
老
連
の
若
手
委

員
会
が
発
足
し
所
属
し
て
い

ま
す
が
、
県
老
連
の
協
力
で

他
市
町
村
老
連
と
交
流
し
た

県老連会長
岸部　　滋氏

県老連副会長
須藤のり子氏

元県老連副会長
後藤　輝夫氏

前県老連会長
亀谷千代子氏

⬅
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こ
と
で
す
。
実
は
、
高
畠
町

老
連
の
若
手
委
員
会
が
ど
こ

よ
り
も
一
番
若
か
っ
た
。
同

級
生
や
そ
の
配
偶
者
を
「
次

は
呼
ば
っ
て
来
い
！
（
誘
っ

て
来
て
）
」
と
そ
ん
な
感
じ

で
集
ま
っ
た
仲
間
だ
か
ら
で

す
。
町
老
連
に
若
手
委
員
会

と
し
て
補
助
金
や
予
算
を
付

け
て
も
ら
い
活
動
を
し
て
い

る
の
で
、
発
足
当
時
の
会
長

も
す
ご
い
理
解
あ
る
人
だ
と

思
い
ま
し
た
。

大
津
で
は
、
県
老
連
と
い
う
存
在

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
う

思
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

県
老
連
は
、
市
町
村
老
連

と
の
連
携
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
の
で
、
現
在
は
脱
会
し

て
い
る
こ
と
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
最
近
に
な
っ
て
脱
会

を
ほ
の
め
か
さ
れ
る
こ
と
が

増
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ
り

客
観
的
な
視
点
で
教
え
て
く

だ
さ
い
。

亀
谷
地
区
会
長
会
議
を
月
1
回
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で

も
県
老
連
っ
て
何
を
や
っ
て

い
る
ん
だ
と
い
う
声
が
出
て

き
ま
す
。一
般
の
方
々
に
は
見

え
て
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

佐
藤
県
老
連
は
見
せ
る
た
め
の
事

業
を
す
る
か
、
会
員
の
幸
せ

の
た
め
動
く
の
で
目
立
た
な

く
て
い
い
と
考
え
る
の
か
…

そ
れ
は
私
が
現
役
時
代
に
も

言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

県
老
連
の
在
り
方
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
所
属
意
識

の
希
薄
さ
な
ど
も
関
係
す
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
以
前
、

高
齢
者
が
旅
行
に
行
く
の
で

あ
れ
ば
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ

た
、
で
も
今
は
家
族
や
気
の

合
っ
た
友
達
と
ス
マ
ホ
予
約

で
簡
単
に
行
け
る
。
正
直
、

老
人
ク
ラ
ブ
は
あ
っ
て
も
な

く
て
も
生
き
て
い
け
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。

亀
谷
町
内
会
も
要
ら
な
い
と
い
う

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
か

ら
ね
。

岸
部
私
は
見
せ
る
活
動
を
す
る
県

老
連
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
会
員
の
勧
誘
を
す
る

と
「
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

何
か
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で

す
か
？
」
と
言
わ
れ
る
。
逆

に
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
若
い

方
を
誘
う
と
役
員
を
さ
せ

ら
れ
の
が
嫌
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。

佐
藤
私
た
ち
の
時
代
に
行
っ
て
き

た
老
連
大
学
校
は
評
判
が
良

か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
考
え
た

時
に
一
般
的
な
大
学
と
同
じ

よ
う
に
通
っ
て
学
習
す
る
機

会
を
企
画
し
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
卒
業
の
あ
と
に
Ｏ

Ｂ
会
が
発
足
し
た
り
、
そ
こ

元県老連常務理事
佐藤　正知氏
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か
ら
自
発
的
に
市
町
村
老
連

の
役
員
に
な
っ
た
人
も
多
く

存
在
し
ま
す
か
ら
ね
。

後
藤
私
も
老
連
大
学
校
の
卒
業
生

で
す
よ
。

大
津
地
域
に
と
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ

は
必
要
な
の
か
、
私
は
佐
藤

元
常
務
に
「
地
域
が
あ
る
限

り
老
人
ク
ラ
ブ
は
な
く
な
ら

な
い
」
と
教
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
が
あ
っ
て
も

老
人
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
な
い

と
こ
ろ
も
増
え
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

須
藤
地
域
が
あ
る
か
ら
こ
そ
「
あ

の
人
は
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た

よ
な
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
見

守
り
を
し
な
が
ら
「
あ
の
ば

あ
ち
ゃ
ん
元
気
か
な
？
」
と

か
「
最
近
顔
を
見
て
な
い

な
」
と
気
づ
い
た
り
で
き
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
会

議
や
大
会
が
中
止
に
な
っ

て
い
る
、
高
齢
者
は
ど
こ
に

も
行
く
必
要
が
無
い
か
ら
、

毎
日
こ
た
つ
に
入
っ
て
い
る

し
か
な
い
…
と
な
り
か
ね
な

い
。
だ
け
ど
老
人
ク
ラ
ブ
は

集
ま
り
が
あ
っ
て
「
や
れ
や

れ
」
と
言
い
な
が
ら
出
か
け

て
い
く
、
そ
れ
が
大
切
。
私

は
今
で
も
地
域
が
あ
る
限

り
老
人
ク
ラ
ブ
は
あ
る
べ
き

だ
し
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

大
津
で
は
、
県
老
連
の
今
後
を
考

え
た
時
に
、
何
か
夢
が
あ
っ

た
方
が
良
い
と
思
う
の
で
す

が
。

佐
藤
老
人
ク
ラ
ブ
で
生
産
活
動
を

し
よ
う
と
い
う
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
老
人
の
森
を
作
ろ

う
と
考
え
て
山
に
登
っ
た
り

も
し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

に
は
何
を
し
て
も
『
そ
の
道

の
プ
ロ
』
が
存
在
し
ま
す
か

ら
ね
。
そ
う
い
っ
た
高
齢
者

の
知
恵
や
技
術
を
使
う
事
業

も
い
い
だ
ろ
う
し
。

須
藤
私
の
地
域
で
は
総
菜
を
作
っ

て
持
ち
寄
り
み
ん
な
で
食

べ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
回

作
っ
た
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集

も
増
刷
し
て
販
売
し
た
ら
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

大
津
老
人
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
み
ん
な
何
ら

か
の
プ
ロ
な
ん
で
す
よ
ね
！

　
　
　
　

大
工
や
農
家
、
女
性
な
ら

ば
和
裁
洋
裁
、
料
理
に
清

掃
。
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
と
熟

練
の
技
は
、
何
に
も
代
え
が

た
い
財
産
で
あ
り
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
活
用
で
き
れ
ば

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と

思
う
ん
で
す
。

佐
藤
何
を
す
る
と
良
い
の
か
、
き

ち
ん
と
考
え
て
や
れ
ば
そ
の

対
価
と
し
て
収
入
を
得
る
こ

と
は
い
や
ら
し
く
も
な
ん
と

も
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と

は
各
市
町
村
連
合
会
の
会
長

さ
ん
た
ち
が
ど
う
理
解
し
動

く
か
で
す
ね
。

岸
部
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
話
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
県

老
連
活
動
に
生
か
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

県老連事務局長
大津　歩美氏
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山形地方法務局からのお知らせ

あなたの大切な想いを法務局が
ご家族にお届けします！

～遺言書は「ご家族へのラブレター」～

遺言書を作成しようと思っても、こんな不安はありませんか？
「家族に見られたくないなぁ…」、「どこに置いておこうか…」、
「勝手に書き換えられないかなぁ…」、「遺言書を見つけてもらえ
るかなぁ…」、「不備で無効にならないかなぁ…」など
そこで、「自筆証書遺言書保管制度（予約制）」を利用して遺言
書を法務局に預ければ安全に保管することができ、次のようなメ
リットがあります。
●相続人などによる改ざんや隠匿のおそれがありません。
●法務局職員が、「日付の記載、署名・押印はあるか」、「訂正
方法は適切か」などを確認するので方式不備により無効になる
ことはありません。
●家庭裁判所の検認手続が不要なので、相続人は相続手続をス
ムーズに進めることができます。
●遺言者の希望により、亡くなったときに法務局から相続人等へ
遺言書を保管していることをお知らせすることができます。
●手数料は、保管年数や枚数
等にかかわらず3,900円と
比較的安価です。
法務局では、あなたの遺言
書を大切に保管し、その想い
をご家族へお届けします。

あなたの遺言書を
大切に保管します！

遺言書ほかんガルー

公共事業や民間取引を阻害する要因と
なっている「所有者不明土地」については、
その主な発生原因が相続登記の未了である
とされており、その発生予防の観点から、
これまで任意であった相続登記の申請が令
和６年４月１日から義務化されます。

【主なポイント】
●相続によって不動産を取得したことを
知った日から、３年以内の相続登記の申
請を義務化
●相続人が、簡易に申請の義務を果たすこ
とができるよう「相続人申告登記」を新
設

相続登記の申請が
令和６年４月１日から
義務化されます！

なくそう、
所有者不明土地

不動産登記推進イメージキャラクター
トウキツネ

山形地方法務局（本局）023-625-1321 寒河江支局 0237-86-3258
新庄支局　0233-22-7528 米沢支局　 0238-22-2148 鶴岡支局 0235-22-1003
酒田支局　0234-25-2221 村山出張所 0237-53-2812（登記事務のみ取扱い）
ホームページ（https://houmukyoku.moj.go.jp/yamagata/）

県内法務局一覧
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火災は大切な「いのち」と「財産」を奪ってしまいます。
特に冬期間は、暖房機器の使用など火気を取り扱う機会が増えるため、例年、火災の発生が多くなります。
県民の皆様には、次のことに十分ご注意いただき、火事を絶対に起こさないよう、ひとりひとり心がけていただ
くようお願いします。

　住宅火災で亡くなっ

た方の多くは｢逃げ遅

れ｣によるものです。

住宅用火災警報器を設置するこ

とで、火災をいち早く察知する

ことができます。

ホームセンターや電器店等で
購入できます。ガス事業者か
らも購入が可能です。

1カ月に１回程度、警報器の
ボタンを押す、ひもを引くな
どして点検してください。

〇寝たばこは絶対にしない、させない。

〇ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

〇こんろを使うときは火のそばを離れない。

〇コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

４
つ
の
習
慣

◇	火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。

◇	火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

◇火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

◇	火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。

◇	お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。

◇防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

６
つ
の
対
策

住宅防火　いのちを守る　10のポイント

住宅用火災警報器を設置し、定期的に点検しましょう！

死者が発生した火災は、

が多数！

たばこ　ストーブ　こんろ

点検方法は？

※音が鳴らない場合、故障か電池切れが考えられます。取替えの時期かもしれません。
情報提供：山形県防災くらし安心部　消防救急課

どこで買えるの？

冬の暖房器具等による火災に十分注意しましょう!!等による等による火災火災に十分に十分火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災火災
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先生、
おしぇーでけろ！

『公式ワナゲＱ＆Ａ』『公式ワナゲＱ＆Ａ』

　このコーナーでは、公式
ワナゲの「いまさら聞けない！
いつも疑問に思うこと」をワ
ナゲの先生が特別指導をして
くれるコーナーです。

今
回
の
質
問
者
さ
ん
は
？

質
問
者
：
B
さ
ん

公
式
ワ
ナ
ゲ
練
習
試
合
の
時
、
隣

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
に
「
か
か
と

が
上
が
っ
て
る
ぞ
！
」
と
大
き
な
声

で
注
意
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
、
普
及
員
養
成
講
習
会
に
参
加
し

て
普
及
員
資
格
も
持
っ
て
い
ま
す

が
、
講
習
会
で
は
「
か
か
と
を
浮
か

せ
て
も
良
い
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
注
意
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

回
答
：
ワ
ナ
ゲ
先
生

大
き
な
声
で
突
然
注
意
さ
れ
る

と
、
誰
で
も
驚
き
不
愉
快
な
思
い

を
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

Ｂ
さ
ん
の
知
識
は
間
違
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会
で
は
、
平
成

22
年
に
競
技
者
の
ケ
ガ
や
転
倒
の

危
険
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
か
か
と
を
浮
か
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
ル
ー
ル
か
ら
「
両
足

は
床
に
つ
け
て
投
輪
す
る
」
と
い

う
ル
ー
ル
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
内
に
お
い
て
も
平
成
22

年
以
前
に
講
習
会
を
受
講
し
た
方

の
中
に
は
、
ま
だ
ル
ー
ル
改
定
前

の
競
技
方
法
で
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な

注
意
を
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。B

さ
ん
が
普
及
員
の
資
格
を
取

得
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
注

意
し
て
く
れ
た
方
へ
ル
ー
ル
改
定

が
あ
っ
た
こ

と
を
優
し
く

丁
寧
に
伝
え

て
あ
げ
る
と

良
い
と
思
い

ま
す
。

つま先は床に
ついている

足が床から
離れている！

良い事例

悪い事例

○

×
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��
周
年
の
節
目
で

さ
ら
に
前
進

おらほの

事務局さん

酒
田
市
は
、
北
に
鳥
海
山
、
南
に

月
山
を
望
み
、
雄
大
な
庄
内
平
野
の

中
央
を
流
れ
る
最
上
川
の
河
口
に
開

か
れ
た
港
町
で
す
。
昨
年
オ
ー
プ
ン

し
た
日
和
山
「
小
幡
楼
」、今
年
オ
ー

プ
ン
し
た
駅
前
交
流
拠
点
施
設
「
ミ

ラ
イ
ニ
」、
酒
田
港
東
ふ
頭
交
流
施

設
「
サ
カ
タ
ン
ト
」
の
開
設
な
ど
、

酒
田
市
の
近
況
は
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。

酒
田
市
老
ク
連
合
会
酒
田
支
部
は

昭
和
37
年
に
設
立
さ
れ
、
先
人
た
ち

の
努
力
に
よ
り
、
今
年
で
60
周
年
を

迎
え
ま
す
。
昭
和
55
年
度
ま
で
は
市

の
職
員
が
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
降
は
地
域
高
齢
者
の

自
主
的
組
織
と
し
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

西
田
さ
ん
は
令
和
３
年
４
月
よ
り

事
務
局
を
や
っ
て
い
ま
す
。
酒
田
市

役
所
を
退
職
後
、
長
年
福
祉
の
仕
事

に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
見
込

ま
れ
、
先
輩
の
前
事
務
局
に
誘
わ
れ

て
、
こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

今
年
度
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
、
記
念
会
報
の
発
行
を
行

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
密
を

さ
け
な
が
ら
実
行
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
の
皆
様
か
ら
は
積
極

的
な
協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
無

事
事
業
を
盛
会
裏
の
内
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
10
年
後
の
創
立

70
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
、
大
き

な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
高
齢
者

の
た
め
の
唯
一
の
自
主
組
織
で
あ

り
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
、
さ
ら
に

防
災
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
交
通
安
全
・

青
少
年
育
成
な
ど
、
社
会
や
時
代
の

要
請
に
応
じ
る
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
各
種
事
業
の
開

催
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
会
員

が
高
齢
化
し
、
若
い
人
の
加
入
が
進

ま
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
山
形

県
老
人
憲
章
の
と
お
り
、
す
べ
て
の

老
人
が
長
寿
を
保
ち
人
々
か
ら
敬
愛

さ
れ
豊
か
で
楽
し
い
生
活
が
営
ま
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

事
務
局
と
し
て
は
、
各
老
人
ク
ラ

ブ
が
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備

や
、
参
加
し
や
す
い
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
役
所
、
社
協
か
ら
は

独
立
し
た
団
体
と
し
て
、「
の
ば
そ

う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！

地

域
づ
く
り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
気
軽
に
来
所

し
て
い
た
だ
け
る
、
事
務
局
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
田
不
二
郎
さ
ん

（
酒
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

記念会報の制作にも尽力

͖ΒΒΫϥϒ�5ܗࢁ 第35号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創

立
60
周
年
を
迎
え
、
こ
の
度
の
会

報
「
陽
だ
ま
り
」
を
特
別
号
と
し
、

み
な
さ
ん
と
お
祝
い
す
る
べ
く
、
全

会
員
配
布
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
３
年
程
は
、
目
に
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
、
私

た
ち
は
自
粛
や
制
限
等
で
息
苦
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
先
の
見
え
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
活
動
し
な
い
こ
と

に
慣
れ
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
工

夫
し
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
が
出
来
る
よ
う
、
前
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！

（
み
）

編

集

後

記

見せて下さい

あなたの作品

申込応募票の
お問い合わせ先

社会福祉法人 山形県社会福祉協議会
一般社団法人 山形県老人クラブ連合会

電話 023-622-5805　FAX 023-622-5866
電話 023-622-5601　FAX 023-622-5606

令和5年2月18日（土）～19日（日）
AM10：00～ PM5：00
（最終日はPM3：00まで）

ձɹظ

山形美術館　山形市大手町1-63　
　　　　　　電話023-622-3090ձɹ৔

山形県
山形県社会福祉協議会
山形県老人クラブ連合会

ओɹ࠵

高齢者の創作した日本画・洋画・彫刻・
工芸・書・写真の6部門

ืू
��಺༰

「作品募集票」については下記までお問い合わせください。

令和5年1月6日（金）కɹ੾専用の「作品募集票」に必要事項
を記入の上、郵送またはFAXにて
お申し込みください。

ਃࠐ
� ํ๏

特に定めないςʔϚ

2,000円（支払い方法は、申し込み
後にお知らせ）ग़඼ྉ

県内在住で、昭和39年4月1日以前に
生まれたアマチュアの方

応ื
� ֨ࢿ

出品点数は各部門を通じ一人１点とし、出品作品は出品者本人であり、かつ個人により
創作された未発表作品とする。また、応募資格年齢に達した以降の作品とする。

ग़඼఺਺
͓Αͼग़඼࡞඼

美術展作品募集ୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱୈ��ճ山形߁݈ݝ෱ࡇࢱ
ͱきΊきͶΜΓΜϐοク����

山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック2022）『美術展』が山形県美術館で開催されます。

県老連事業情報
　「令和４年度市町村老人クラブ連合会会長並びに女性代
表、事務局担当者合同研修会」を開催しました。新型コロ
ナウイルス感染症の影響により今年度は４地区に分けて開
催しました。

11月11日（金） 高畠町総合交流プラザ
11月16日（水） 新庄市民プラザ
11月18日（金） 山形県総合社会福祉センター
11月25日（金） 三川町子育て交流センターテオトル
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